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入
学
式
を
終
え
、
本
校
の
一 

員
と
な
っ
た
新
入
生
80
名
を 

対
象
に
、
４
月
10
日
（
金
）

か
ら
23
日
（
木
）
の
10
日
間

の
日
程
で
、
ス
ー
パ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
神
崎
高

校
生
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

感
を
身
に
つ
け
、
集
団
内
で
規

律
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
団
体
生
活
に
お
け

る
マ
ナ
ー
指
導
を
通
し
て
、
協

調
性
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

に
、
皆
が
一
斉
に
ス
ム
ー
ズ
な

高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。 

 

期
間
中
に
は
、
校
長
先
生
を

は
じ
め
、
各
部
各
係
か
ら
の
講

話
各
教
科
の
学
習
方
法
、
校
長

先
生
を
は
じ
め 

ちょっと一 言 ◇若葉の緑が目にしみる季節、「第４１回生スーパーオリエンテーション」を実施。第１プロ

グラムは校長講話である。まず、全員に兵庫県地図を示し本校の所在地「神河町」の位置を問うた。次に、神

河町について何でも知っていることを５つ以上書けと指示した。更に、神河町の「誇れるもの」を問うた。質

問の答えを聞くために指名しようとした瞬間、その生徒が挙手し、「誇れるものは、神河町には優しい人が沢

山いることです」と答えた◇みんなそれぞれに「ふるさと」がある。そして神高が「母校」となる。（Ｔ．Ｋ．） 

４
月
20
日
（
月
）
７
時
間
目

に
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
総
会
は
生
徒
会
の
最

高
議
決
機
関
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
生
徒
は
真
剣
に
冊
子
に

目
を
通
し
て
い
ま
し
た
。
議
長

は
３
年
２
組
委
員
長
の
中
尾

滉
人
君
が
務
め
ま
し
た
。 

生
徒
会
副
会
長
の
髙
橋
昂

己
君
の
開
会
宣
言
か
ら
始
ま

り
、
続
い
て
生
徒
会
長
の
西
河

慎
一
郎
君
の
挨
拶
の
後
、
各
議

事
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

話
、
各
教
科
の
学
習
方
法
、
さ

ら
に
は
高
校
生
活
を
送
る
に

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
生
活

態
度
（
挨
拶
・
礼
儀
・
言
葉
遣

い
・
マ
ナ
ー
等
）
に
つ
い
て
の

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
締
め
く
く
り
に
神
河
町
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
宿
泊
訓
練
で
は
、
集
団
生
活

の
中
で
他
人
を
思
い
や
る
心

と
自
主
性
を
養
い
ま
し
た
。 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
「
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
（
大

縄
跳
び
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、ど
う
す
れ
ば
上

手
に
跳
べ
る
か
な
ど
、試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

と
お
し
て
、
皆
で
協
力
し
て
行

動
す
る
難
し
さ
と
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

２
日
間
の
宿
泊
訓
練
も
充

実
し
た
も
の
と
な
り
、参
加
生

徒
全
員
が
、
無
事
に
全
日
程
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
神
高
生
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
高
校
生
活

を
送
り
、
卒
業
生
や
地
域
の

方
々
な
ど
、
全
て
の
人
に
信
頼

さ
れ
る
生
徒
に
な
れ
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

各
議
事
は
順
調
に
進
み
、

賛
成
多
数
に
よ
り
生
徒
会
予

算
案
な
ど
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
、
生
徒
自
ら
が

考
え
た
「
携
帯
電
話
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
心
得
」
も

引
き
続
き
規
定
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
も
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
生
徒
会
の
丹
羽
航

君
か
ら
生
徒
会
費
の
使
途
・

使
い
方
や
、
生
徒
会
活
動
へ

の
理
解
と
協
力
の
呼
び
か
け

が
あ
り
、
生
徒
総
会
を
終
え

ま
し
た
。 

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
行

事
を
進
め
て
お
り
、
ま
さ
に

〝
生
徒
〟
総
会
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
会
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
生
徒
た
ち

の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。 

 


